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BaFe2(Asl-xPx)2における3次元フェルミ面形状の組成変化
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鉄系高温超伝導体の多くの実験結果は、フェルミ面全体に超伝導ギ、ヤツプが開く fullgapを示し

ているが、一部の系ではノードの存在を示唆しており、ベアリング機構について有力な情報を与

えると考えられる。なかでも、等原子価置換により超伝導を発現する BaFe2(AS1-xP x)2では、比

較的高い丸(1'V30K)そもつにも関わらず、磁場侵入長や熱伝導率測定から、ノードの存在が示唆

されている [1]。バンド計算によると dZ2軌道を持つホールフェルミ面が強い3次元性を持つこと

が予想されており [2]、スピン揺らぎによる超伝導理論では、そのホール面の Z点近くにノードが

生じると予測されている [3]。しかし、角度分解光電子分光 CARPES)による観測では Z点付近の

3枚のホールフェルミ面で超伝導ギ、ヤツプの大きさがほぼ同程度であり、軌道依存性が小さいこと

が示されている向。本研究では、上記の実験事実を踏まえ、超伝導とフェルミ面、軌道対称性の

関係を包括的に理解するために BaFe2(Asl-xPx)2のARPESを行い、 3次元フェルミ面形状とそ

れらの P置換量依存性を調べた。ホール面では 2次元性の強いものと、 3次元性が強いものが観

測され、バンド計算の結果と定性的に一致している [5]0P置換量が多い組成では、 3次元性の強

いホール面がr点周りで途切れ、フェルミ面形状のトポロジーが変化することを見出した。フェ

ルミ面のトポロジ一変化とともに超伝導が消失していることから、超伝導発現にはこの3次元性

の強いバンドの寄与が大きいと考えられる。
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